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加藤委員提出資料  

指導者養成研修修了者全国会議について  

【指導者養成研修】   

本研修は全国各地の結核対策の核となる結核専門家を養成するこ．とを目即としで、  

用92年から国の委託を受けて結核予防会恕核研究所で開催している。対象者は結核対  

策および診療の分野で相当の経験を有し、将来地域の結核対策指導者としその活動が  

期待される医師であり、地方自治体及び医療機関から推薦を受けた看である。  

【ブロック別分布】  

ブロック 腐床  行政 その他   合計   

北海運   4   2 0   

束北  1   

関東一甲信越 14 20 4   38 

東海・北陸   4   0   

近畿   8 8   2 

中国一四国   4   5   1   10   

九州－沖縄   O 13 

合計 48   53   8 109   

【修了者全国会議】   

本研修修了者への最新情報の提供、医療・対策に関する検討（ワークショップ実施），  

ネットワーク強化のために、2008年度 

のテーマは以下のとおりであったこ  

2008年度：（1）地域における結核対策、（2）ハイリスクグループ対策、  

（3）結核医療提供体制、（4）病原体サーベイランス（分子疫学）  

ZOO9年廣：（1）結核入院医療について、（2）地域連携体制の構築、  

（3）今後の医療提供体制  

2010年度：特定感染症予防指針の改訂：（1）低まん延状況下のスクリL⊥ニング、  

（2）都道府県計画における目標設定と対策評価指標、（3）病原体サ丁ベイ  

ランスの構築、（4）日本版DOTS戦略の展開、（5）結核医療体制の構築  
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結核療法研究協議会について   

日本の結核医療を向上させることを目朝として総合的研究をおこなう七めlこ、昭和  

28年に設立された。協議会の研究事項は結核予防行政の進展に寄与するもの 

いる。平成22年4月現在の参加施設数は151、会員数は393人である。内科会、外科  

会、細菌科会l±分かれて研究事業を実施している。   

細菌科会は内科会と協同で5年毎に全国耐性菌調査を行っており、現車第14回が  

進行ヰで2007年に収集した3000株以上ゐ感受性検査結果と臨床情報の解析を行って  

いる。現在、結核の全国的な臨床および細菌学的なデータ蠣をまとめているのは本協  

議会のみで、その結果は会員に還元して↓＼る。 

内科会は、①結核再発要因に由する前向き魂査、②難治性肺結核に対するLVFXを  

含む多剤併用療法の臨床的研究を実施しており一、外科会は、①肺結核外由症例調査、  

②原義性膿胸及び続発性膿胸症例に対する外科療法の研究を東施している。  
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